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[1] [2] [3] [4] [5] [6] 本頁小計 全頁合計

【全般的注意事項】解答に際しては、最終的な答だけでなく導出過程も
記せ。また、積分定数として断り書きなしに c、c′、c′′ 等の記号を用い
てよい。なお、教科書では arcsin x を Sin−1x、arccos x を Cos−1x、
arctan x を Tan−1x と表記していたが、答案では arc· · · の形で書け。

【1】
8 点

不定積分

∫
xexdx を求めよ.

【2】
8 点

不定積分

∫
xex2

dx を求めよ.

【3】
8 点

不定積分

∫
log x dx を求めよ.

【4】
8 点

不定積分

∫
log x

x
dx を求めよ.

【5】
8 点

不定積分

∫
dx√

3 − x2
を求めよ.

【6】
8 点

不定積分

∫
dx

1 + 2x2
を求めよ.
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[7] [8] [9] [10] 本頁小計

【7】
8 点

g(x) =

∫ 2x

−2x

f(t)dt とするとき
d

dx
g(x) を求めよ.

【8】
8 点

広義積分 Iα =

∫ 1

0

dx

xα
が存在する（有限の値を持つ）のは、実

数の定数 α の値がどのような範囲にあるときかを論ぜよ。ま
た、αの値がその範囲にあるときの積分値 Iα を求めよ。

【9】
8 点

極座標表示された曲線 r = 1 + sin θ のグラフを描け。
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【10】
8 点

曲線 y =
1√
12

(
x3 +

1

x

)
の 1 ≤ x ≤ 2 に対応する部分の長さ

L を求めよ。
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[11]

【11】
10 点

不定積分

∫
7x + 4

x(x + 1)(x + 2)
dx を求めよ.
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[12]

【12】
10 点

不定積分

∫
dx√

x2 + 2
を t =

√
x2 + 2 − xとおいて置換積分することで求めよ。
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